
柴田良一会長

船橋市の「新春消防出初め式」は1月11日、船橋アリーナを会場
に行われ、青空に向かって一斉に放水する場面では水のアーチに
虹も見られ、多くの市民はその美しさに魅了されていました。

消防出初式

本

木

次

夫

高
芝
地
区
社
協
会
長

　

高
芝
地
区
自
連
に
ご
参
加

の
町
会
・
自
治
会
の
皆
さ

ま
、
新
年
明
け
ま
し
て
お
め

で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

本
年
も
地
区
自
連
一
丸
と

な
っ
て「
安
心
安
全
」な
ま
ち

づ
く
り
に
邁
進
し
て
ま
い
り

ま
す
。全
国
共
通
の
問
題
で

す
が
少
子
高
齢
化
や
空
き
家

問
題
、防
犯
、防
災
意
識
の
向

上
、
そ
し
て
持
続
可
能
な
社

会
の
実
現
な
ど
取
り
組
む
べ

き
課
題
は
山
積
し
て
い
ま

す
。で
は
地
域
で
は
ど
の
よ

う
な
こ
と
が
出
来
る
の
か
、

真
剣
な
議
論
が
必
要
で
す
。

こ
の
難
題
に
背
を
向
け
ず
に

出
来
る
所
か
ら
進
め
る
こ
と

が
私
た
ち
の
責
務
と
考
え
ま

す
。地
域
の
ま
ち
づ
く
り
に

躊
躇
し
ま
せ
ん
。皆
さ
ん
か

ら
も
声
を
寄
せ
て
く
だ
さ

い
。諸
課
題
に
つ
い
て
話
し

合
う
場
も
作
り
ま
し
ょ
う
。

　

特
に
防
災
対
策
は
行
政
の

対
策
に
加
え
、
地
域
に
特
化

し
た
独
自
の
対
策
の
必
要
性

が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
傾

斜
地
が
多
い
高
芝
地
区
で
は

高
齢
化
対
策
と
同
時
に
地
震

対
策
は
最
大
の
課
題
と
な
っ

　

昨
年
元
日
の
テ
レ
ビ
、
突
然
飛
び
込
ん
で
き
た
石
川

県
能
登
半
島
地
震
の
ニ
ュ
ー
ス
は
記
憶
に
新
し
い
。
津

波
で
は
な
く
道
路
陥
没
、
多
く
の
家
屋
が
倒
壊
す
る
と

い
っ
た
非
日
常
の
世
界
が
あ
っ
た
。
震
度
７
に
よ
る
住

宅
倒
壊
は
約
９
万
１
０
０
０
棟
、
死
者
は
災
害
関
連
死

を
含
め
４
２
６
人
。
９
月
に
は
豪
雨
災
害
が
追
い
打
ち

を
か
け
た
。
船
橋
市
で
11
月
、
総
合
防
災
訓
練
が
行
わ

れ
た
。
学
校
施
設
を
避
難
場
所
に
安
否
確
認
、
簡
易
ト

イ
レ
、
担
架
の
作
り
方
な
ど
を
体
験
し
た
が「
こ
ん
な

も
の
で
良
い
の
か
な
」と
思
っ
た
こ
と
も
事
実
で
し
た
。

(

2
面
・
3
面
に
防
災
特
集)

て
い
ま
す
。
情
報
を
共
有
し

な
が
ら
一
人
一
人
が
考
え
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

地
域
に
は
温
か
い
助
け
合

い
と
連
帯
の
精
神
が
息
づ
い

て
い
ま
す
。
地
区
自
連
に
お

い
て
も
地
域
の
ス
ポ
ー
ツ
イ

ベ
ン
ト
へ
の
参
加
や
部
会
・

委
員
会
活
動
な
ど
、
皆
様
の

積
極
的
な
ご
協
力
に
感
謝
い

た
し
ま
す
。
本
年
も
地
域
住

民
の
交
流
を
深
め
、
互
い
を

尊
重
し
合
い
な
が
ら
、
共
に

助
け
合
う
社
会
を
目
指
そ
う

で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

　

高
芝
地
区
の
皆
さ
ま
の
ご

理
解
、
ご
協
力
を
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

今も忘れられない！
能登半島地震から１年
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民
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が
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交
流
の
場
は
活
性
化
へ
の
一
歩
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（１）第48号 高芝だより 2025年（令和７年）１月

安心のまち
美しいまち

　　親切なまち



１００人以上が参加した西高根町会の避難訓練＝11月 24日

10 年後の高芝地区に高い関心…

市
、
警
察
、
地
域
が
連
携
し
て
実
施

し
た
ま
ち
づ
く
り
運
動

高
芝
自
連
オ
リ
ジ
ナ
ル
ポ
ス
タ
ー

　

船
橋
市「
安
心
で
安
全
な

ま
ち
づ
く
り
旬
間
」の
取
り

組
み
が
昨
年
10
月
、
船
橋
東

警
察
、
船
橋
警
察
両
署
管
内

で
行
わ
れ
ま
し
た
。
テ
ー
マ

は「
電
話
de
詐
欺
」。
高
芝
地

区
自
連
協
を
は
じ
め
習
志
野

地
区
の
町
会
・
自
治
会
な
ど

約
30
団
体
が
北
習
志
野

J
U
J
U
広
場
に
集
ま
り
、

買
い
物
客
ら
に
注
意
喚
起
を

呼
び
か
け
ま
し
た
。

　

地
区
自
連
生
活
部
会
は
活

動
の
メ
ー
ン
に
「
飲
酒
運
転

根
絶
」
を
掲
げ
、
今
年
は
独

　

国
は「
み
ん
な
助
け
る
」

と
な
ぜ
言
え
ぬ
！
―
あ
る
防

災
評
論
家
の
怒
り
の
言
葉
で

あ
る
。「
自
助
、共
助
、公
助
」

は
命
を
助
け
る
順
番
な
の

か
。
国
は
支
援
す
る
け
ど
命

ま
で
は
助
け
ら
れ
な
い
の

か
。
結
局
、「
自
分
の
命
は
自

分
で
守
れ
」と
い
う
こ
と
な

の
か
。

　

船
橋
市
の
総
合
防
災
訓
練

で
も
一
斉
行
動
訓
練(

シ
ェ

イ
ク
ア
ウ
ト)

は
揺
れ
が
始

ま
っ
た
瞬
間
、
頭
を
か
ば
う

行
動
を
指
導
し
て
い
ま
す
。

自
の
ポ
ス
タ
ー
を
制
作
、
全

町
会
・
自
治
会
に
配
布
し
ま

し
た
。
年
末
年
始
に
向
か
っ

て
の
飲
酒
運
転
対
策
で
船
橋

警
察
、
船
橋
東
警
察
の
事
前

の
了
解
を
得
て
、
民
間
レ
ベ

ル
の
対
策
と
し
て
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
「
訪
問
詐
欺
」
や

「
闇
バ
イ
ト
に
よ
る
強
盗
」

は
な
ら
な
い
。
地
震
災
害
は

時
間
や
場
所
を
選
ば
な
い
。

　

昨
年
は
石
川
県
能
登
の
大

地
震
で
お
正
月
気
分
は
吹
き

飛
び
、
一
年
経
っ
た
今
も
災

害
現
場
は
手
つ
か
ず
の
所
も

あ
る
と
い
う
。
生
活
復
旧
に

苦
慮
し
て
い
る
。
い
つ
起
こ

る
の
か
わ
か
ら
な
い
災
害
に

「
自
分
な
ら
ど
う
す
る
」を

考
え
て
い
ま
す
か
？ 

備
え

は
で
き
て
い
ま
す
か
？

　
「
自
分
の
命
は
、
ま
ず
自

分
で
守
れ
、
そ
し
て
近
所
隣

人
同
士
で
助
け
合
う
」。
高

芝
地
区
は
こ
の
様
な
組
織
づ

く
り
を
目
指
し
ま
す
。

　

自
主
防
災
組
織
づ
く
り
は

小
さ
な
町
会
で
は
大
変
で

す
。
い
ろ
い
ろ
な
意
見
を
出

し
合
っ
て
み
ん
な
で
考
え
る

地
域
づ
く
り
が
必
要
で
す
。

自
分
た
ち
の
事
を
考
え
て
行

動
し
ま
し
ょ
う
。

　

船
橋
市
市
民
文
化
ホ
ー
ル

で
1
月
18
日
、「
防
災
フ
ェ
ア

ふ
な
ば
し
」(

主
催
・
船
橋
市
、

船
橋
市
自
治
会
連
合
協
議

会)

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

大
規
模
災
害
に
対
し
て
広

く
市
民
が
災
害
へ
の
備
え
や

地
域
で
の
防
災
活
動
に
関
す

る
意
識
を
高
め
地
域
の
防
災

力
の
向
上
を
目
指
す
催
し
。

　
「
大
災
害
そ
の
時
ど
う
す

る
、
ど
う
な
る
」
と
題
し
た

講
演
会
。
講
師
は
防
災
ス
ペ

シ
ャ
リ
ス
ト
と
し
て
活
躍
し
、

元
消
防
士
の
経
験
を
も
つ
防

災
家・野
村
功
次
郎
氏
。災
害
、

救
急
現
場
の
体
験
か
ら
本
当

に
使
え
る
防
災
知
識
、
災
害

時
の
身
の
振
り
方
や
備
え
な

ど
に
つ
い
て
語
っ
た
。

　

玄
関
ホ
ー
ル
で
は
防
災
関

係
団
体
に
よ
る
防
災
資
料
展

示
、Ａ
Ｅ
Ｄ
体
験
、相
談
コ
ー

ナ
ー
が
設
け
ら
れ
、
高
い
関

心
を
呼
ん
で
い
ま
し
た
。

　

高
芝
地
区
自
連
主
催
の
新

高
根
・
芝
山
の
ま
ち
づ
く
り

講
演
会
が
11
月
2
日
、
高
根

台
公
民
館
で
行
わ
れ
ま
し

た
。
市
の
第
３
次
都
市
計
画

マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
か
ら「
新

高
根
・
芝
山
の
将
来
ビ
ジ
ョ

ン
」に
焦
点
を
充
て
た
も
の

で
10
年
後
の
高
芝
地
区
ま
ち

づ
く
り
の
青
写
真
に
関
心
を

呼
ん
で
い
ま
し
た
。

学
校
や
家
庭
で
机
や
テ
ー
ブ

ル
の
下
に
身
を
隠
し
揺
れ
が

収
ま
る
の
を
待
つ
。
身
の
安

全
を
確
認
し
て
か
ら
次
の
行

動
に
移
る
。
簡
単
で
は
あ
る

が
命
を
守
る
に
は
重
要
な
訓

練
で
は
あ
る
。
災
害
時
、
瞬

時
の
判
断
は
自
分
な
の
だ
か

ら
常
日
頃
か
ら
考
え
な
く
て

「
安
心
安
全
」
は
み
ん
な
の
願
い

電
話
詐
欺
に

注
意
喚
起
！

な
く
そ
う

飲
酒
運
転

地
域
に
広
め
た
い

近
隣
の
助
け
合
い

元
消
防
士
が
語
る

 

本
当
に
使
え
る

 

防
災
知
識
と
は

市
防
災
フ
ェ
ア

変
わ
る
高
芝
地
区

10
年
後
の
青
写
真

高
根
台
で
講
演
会

対
策
。
現
在
、

ポ
ス
タ
ー
制
作

中
で
す
。
高
芝

の
み
な
ら
ず
船

橋
市
内
全
域
で

取
り
組
む
べ
き

自
連
協
の
事
案

と
し
て
地
区
か

ら
行
政
に
呼
び

掛
け
て
い
き
ま

す
。

犯罪です

高芝地区自治会連絡協議会

飲酒運転は
厳罰
強化

飲酒運転根絶キャンペーン

「
先
ず
身
の
安
全
」
を
確
保

「
先
ず
身
の
安
全
」
を
確
保

自
助 
共
助

自
助 
共
助

大地震！その時…大地震！その時…

シェイクアウトは命を守る基本シェイクアウトは命を守る基本

防
災
特
集

 

(参加者37名)＝表彰1～5位
1位　松三町会　武藤　隆勝　1110点
2位　松三町会　宮田　松代　 930点
3位　松三町会　野田　治男　 870点
4位　松三町会　塩野　博成　 847点
5位　南高根自治会 東田　嘉夫　 772点

(参加者82名)＝表彰1～5位
１位　高根木戸西町会　　藤代　敏雄

(ホールインワン3、パー12、得点45)
２位　南高根自治会      　内田　益美

(ホールインワン3、パー9、得点49)
３位　高根木戸第一町会　古沢　喜昭

(ホールインワン2、パー13、得点49)
４位　高根木戸西町会　　吉野　秀夫

(ホールインワン3、パー10、得点50)
５位　南高根自治会　　　児玉　栄夫

(ホールインワン1、パー13、得点50)

◆高芝地区スポーツ大会◆
【ワナゲ】(10/12)

【グラウンドゴルフ】(10/13)

（２）第48号高芝だより2025年（令和７年）１月



護
身
用
の
ホ

イ
ッ
ス
ル
㊤
と

ミ
ニ
ラ
イ
ト
㊦

あっ、危ない…落ちる！　洋ダンスの上に重い荷物を
上げるのは危険です。もう一度点検しましょう

防災訓練で行われた「担架づくり」

東京臨海広域防災公園にある「そなエリア」で
震度レベルを感じ取るボランティアの皆さん

　

高
齢
化
率
31
％
。
単
身
高

齢
者
も
多
い
と
言
わ
れ
る
高

芝
地
区
。
こ
の
地
が
大
地
震

に
襲
わ
れ
た
ら
…
。
考
え
た

く
も
な
い
話
で
す
。ま
ず「
自

助
」(
自
分
の
命
を
守
る
事)

を
考
え
て
く
だ
さ
い
。
家
屋

が
倒
壊
し
た
ら
、
不
安
と
恐

　

高
芝
地
区
社
協
役
員
一
同

よ
り
、
新
年
の
お
慶
び
を
申

し
上
げ
ま
す
。

　

手
に
し
た
正
月
紙
面
に

「
幸
齢
社
会
」と
い
う
言
葉

が
目
に
付
い
た
。
年
を
重
ね

て
も
健
康
で
幸
せ
に
暮
ら
せ

る
社
会
づ
く
り
の
意
。
高
齢

怖
の
中
で
生
き
延
び
る
た
め

に
何
が
出
来
る
だ
ろ
う
。

　

激
し
い
防
災
訓
練
は
無
理

化
に
対
応
す
る
た
め
の
言
葉

だ
と
い
う
。
そ
の「
幸
齢
者
」

を
増
や
す
対
策
に
国
は
認
知

症
対
策
の
強
化
、
生
涯
学
習

の
促
進
な
ど
を
挙
げ
て
い

る
。理
解
は
で
き
る
が
―
―
。

「
地
区
社
協
」レ
ベ
ル
だ
け

で
出
来
る
話
で
は
な
い
。

な
高
齢
者
に
救
済
策
は
あ
る

の
だ
ろ
う
か
。
そ
の
意
味
で

高
齢
者
救
済
に
特
化
し
た
防

災
教
育
や
防
災
備
品
の
中
に

自
分
の
命
を
守
る
た
め
、
写

真
に
あ
る
よ
う
な
ホ
イ
ッ
ス

ル
や
小
さ
な
ラ
イ
ト
を
所
持

す
る
こ
と
は
大
切
。
声
が
出

せ
な
い
人
は
笛
で
所
在
を
知

ら
せ
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
単
身
高
齢
者
の
各
家

　

育
児
支
援
、
高
齢
者
見
守

り
、
特
に
喜
ば
れ
て
い
る
単

身
高
齢
者
を
対
象
と
す
る
ミ

ニ
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
。
孤
独
に

な
り
が
ち
な
高
齢
者
同
士
が

月
に
一
度
集
ま
っ
て
ス
テ
ー

ジ
シ
ョ
ー
を
楽
し
み
、
茶
飲

み
話
に
花
が
咲
き
思
わ
ず
笑

庭
の
家
具
倒
壊
防
止
の
安
全

策
な
ど
は
町
会
、
自
治
会
で

出
来
る
現
実
的
な
防
災
対
策

で
す
。
対
象
世
帯
を
早
急
に

調
査
す
べ
き
で
す
。

　

高
齢
者
は
じ
め
弱
者
へ
の

防
災
対
策
は
多
く
は
施
設
な

ど
で
も
行
わ
れ
て
い
ま
す
が

地
区
社
協
は
見
守
り
活
動
を

中
心
と
す
る
安
心
登
録
カ
ー

ド
、
市
は
避
難
行
動
要
支
援

者
へ
の
対
策
が
ど
こ
ま
で
進

ん
で
い
る
の
か
。
各
機
関
が

連
携
し
た
対
応
が
今
、
必
要

な
時
で
す
。

顔
に
な
る
、
そ
ん
な
場
面
が

あ
ち
こ
ち
で
見
ら
れ
る
。
一

コ
マ
だ
が
地
区
社
協
が
目
指

す
の
が
こ
れ
で
あ
る
。

　

高
芝
地
区
の
高
齢
化
率
は

船
橋
市
23
・
9
％
を
上
回
る

31
・
1
％
。
高
齢
化
は
ど
こ

ま
で
進
む
の
か
。
市
の
生
涯

学
習
は
長
寿
社
会
を
見
据
え

た
新
し
い
高
齢
者
観
、
価
値

観
を
示
し
て
い
ま
す
。
高
芝

地
区
の
今
年
の
目
標
は
「
元

気
な
幸
齢
者
づ
く
り
」
を
目

標
に
掲
げ
た
い
。

　

有
明
の
防
災
施
設
に
目
を

見
張
り
、
築
地
で
キ
ョ
ロ

キ
ョ
ロ
、
豊
洲
で
は「
こ
れ

が
あ
の
豊
洲
市
場
か
」と
、

高
芝
地
区
社
協
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
研
修
会
は
何
か
と
楽
し
さ

あ
ふ
れ
る
も
の
で
し
た
。

　

11
月
26
日
早
朝
、
計
32
人

を
乗
せ
た
大
型
バ
ス
は
芝
山

を
出
発
。
一
路
、
東
京
・
有

明
の
防
災
体
験
施
設「
そ
な

エ
リ
ア
」へ
。
職
員
に
案
内

さ
れ
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
を
使
っ

た
ク
イ
ズ
形
式
の
防
災
体
験

や
資
料
見
学
。
国
の
施
設
だ

け
に
各
所
に
災
害
の
恐
ろ
し

さ
、
備
え
の
大
切
さ
を
考
え

さ
せ
る
仕
掛
け
に
感
心
さ
せ

ら
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
後
は
近
距
離
の
築
地

で
昼
食
、
腹
を
満
た
し
て
広

い
場
外
市
場
を
自
由
散
策
。

人
の
多
さ
に
驚
き
な
が
ら

ち
ょ
っ
と
買
い
物
も
。
訪
れ

た
豊
洲
千
客
万
来
も
す
っ
か

り
都
内
の
観
光
名
所
。
久
し

ぶ
り
に
目
の
保
養
に
な
っ
た

一
日
で
し
た
。

有
明
、
築
地
、
豊
洲

車
中
も
楽
し

バ
ス
研
修
会

増
え
て
ほ
し
い
「
幸
齢
者
」 

高
芝
地
区
社
協 

会
長
　
吉

村

建

二

吉
村
　
建
二

柴
田
　
良
一

中
澤
　
富
夫

藤
代
　
敏
雄

吉
田
テ
イ
子

山
口
　
牧
人

髙
橋
　
光
男

泉
　
恵
美
子

宮
野
　
千
晶

魚
見
　
安
久

笠
木
　
幸
彦

杉
田
　
　
勝

初春のお慶びを申し上げます
令和7年度　高芝地区社協役員一同

石
井
　
　
博

針
生
　
将
寛

佐
々
木
ト
モ
子

吉
野
万
智
子

増
田
　
直
美

熊
野
　
　
健

三
田
　
節
子

本
木
　
次
夫

西
村
千
恵
美

深
沢
　
貴
子

星
川
　
直
美

松
井
る
み
子

会
長
兼
事
務
局
長

副
会
長

事
務
局
次
長 

会
　
計

書
　
記

理
　
事

理
　
事

理
　
事

理
　
事

理
　
事

理
　
事

理
　
事

理
　
事
　
　

理
　
事

理
　
事

理
　
事

理
　
事

監
　
事

監
　
事

顧
　
問

地
区
社
協
事
務
局

《 

訃 

報 

》

副
会
長
・
畠
中
ツ
ヤ
子
さ
ん
が
10
月
18
日
ご
逝
去

さ
れ
ま
し
た
。
心
よ
り
お
悔
み
申
し
上
げ
ま
す
。

（
敬
称
略
）

単
身
高
齢
者
の
防
災

備
え
は
、
対
策
は
…

防
災
特
集

高 芝 地 区 社 会 福 祉 協 議 会

一人は
　みんなのために
みんなは
　 一人のために

（３）第48号 高芝だより 2025年（令和７年）１月



芝山６丁目町会会館で開かれた出張ミニデイサービス。
地元町会のサークル・大正琴演奏や参加者の合唱など会
場は楽しい雰囲気に包まれました＝令和６年9月4日 

福
だ
る
ま
を
製
作
す
る
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
㊤

と
完
成
し
た
作
品
㊨

　

お
友
達
づ
く
り
に
朗
報
―
―
。

　

高
芝
地
区
社
協
の
人
気
事
業「
ミ
ニ
デ
イ
サ
ー

ビ
ス
」の
参
加
登
録
要
件
が
４
月
か
ら
大
き
く
変

わ
り
ま
す
。
新
高
根
公
民
館
を
舞
台
に
し
た
単
身

高
齢
者
の
集
い
は
昼
食
の
時
間(

５
月
か
ら)

も
設

定
し
て
お
り
、
よ
り
楽
し
さ
を
増
す
ミ
ニ
デ
イ
に

ご
期
待
く
だ
さ
い
。
参
加
者
を
公
募
致
し
ま
す
。

地
区
社
協
の
電
話
に
是
非
ご
一
報
く
だ
さ
い
。

る
と
見
込
ま
れ
て
い
る
。
計

画
は「
一
人
一
人
が
自
分
の

事
と
し
て
理
解
し
、
当
事
者

が
自
分
ら
し
い
暮
ら
し
を
続

け
る
こ
と
を
考
え
る
時
代
が

来
た
」と
指
摘
し
て
い
る
。

他
に
認
知
症
に
な
っ
て
も
希

望
を
持
っ
て
暮
ら
し
続
け
る

「
新
し
い
認
知
症
観
」な
ど

　

人
生
虹
色
。
い
ろ
ん
な
方

と
お
友
達
に
な
り
ま
せ
ん

か
。
30
人
前
後
の
単
身
高
齢

者
の
集
い
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

も
加
わ
り
、
お
し
ゃ
べ
り
、

笑
い
合
う
、
そ
ん
な
場
所
が

も
重
点
目
標
と
し
て
い
る
。

　

単
身
高
齢
者
が
増
加
す
る

中
、
見
守
り
な
ど
地
域
住
民

の
協
力
は
不
可
欠
。
国
だ
け

で
な
く
社
会
全
体
で
取
り
組

む
た
め
の
環
境
整
備
が
求
め

ら
れ
て
い
る
。

こ
こ
な
の
で
す
。

　

参
加
者
か
ら
は
い
ろ
い
ろ

な
声
が
聞
か
れ
ま
す
。
そ
の

一
人
、
芝
山
か
ら
来
ら
れ
て

い
る
80
歳
代
の
女
性
は「
日

頃
一
人
で
い
る
も
の
で
す
か

ら
ミ
ニ
デ
イ
が
待
ち
遠
し
く

て
カ
レ
ン
ダ
ー
眺
め
な
が
ら

お
友
達
と
会
え
る
日
を
数
え

る
毎
日
で
す
」と
感
想
を
述

べ
て
い
ま
す
。

　

新
年
度
か
ら
開
催
時
間
を

10
時
か
ら
午
後
1
時
ま
で
1

時
間
延
長
し
ま
す
。
昼
食
を

み
ん
な
と
一
緒
に
食
べ
る
た

　

新
春
を
祝
う
可
愛
い

「
福
だ
る
ま
」が
出
来
ま
し

た
。
10
、
11
月
に
子
育
て

ミ
ニ
デ
イ
高
齢
者
に

「
福
だ
る
ま
」
贈
る

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
手
作
り

　

新
高
根
公
民
館
の
休
館

で
中
止
と
な
っ
た
高
芝
地

区
の「
福
祉
ま
つ
り
」。
他

22
地
区
の
開
催
情
報
を
手

に
４
人
の
ス
タ
ッ
フ
は

「
他
地
区
の
福
祉
ま
つ
り

か
ら
何
か
を
学
ぶ
チ
ャ
ン

ス
」と
ば
か
り
、
休
日
を

利
用
し
て
巡
回
視
察
に
出

か
け
ま
し
た
。

　

い
ず
れ
の
地
区
も「
地

域
の
皆
さ
ん
に
楽
し
ん
で

も
ら
え
る
福
祉
ま
つ
り

を
」と
い
う
気
持
ち
の
伝

わ
る
内
容
で
、
知
恵
と
工

夫
に
あ
ふ
れ
た
企
画
に
感

心
し
ま
し
た
。
キ
ッ
チ
ン

カ
ー
の
出
店
、
消
防
車
体

験
、
移
動
交
番
の
協
力
な

ど
、
こ
れ
ま
で
の
高
芝
に

は
な
か
っ
た
も
の
で
す
。

飾
り
付
け
一
つ
と
っ
て
も

目
か
ら
鱗
の
も
の
ば
か
り

で
し
た
。
何
よ
り
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
さ
ん
た
ち
の
協

力
が
あ
っ
て
こ
そ
開
催
で

き
る
と
い
う
こ
と
を
改
め

て
実
感
さ
せ
ら
れ
た
視
察

で
し
た
。

　

高
芝
地
区
の
令
和
７
年

度「
福
祉
ま
つ
り
」は
10

月
5
日
㈰
で
す
。
他
地
区

か
ら
学
ん
だ
こ
と
を
生
か

し
て
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
さ

ん
た
ち
と
一
丸
と
な
り

「
喜
ん
で
も
ら
え
る
福
祉

ま
つ
り
」を
目
指
し
ま
す
。

乞
う
ご
期
待
で
す
。

「ミニデイサービス」って？
新高根・芝山地区の単身高齢者が月１回水曜日に
集まる交流会。軽体操、クイズ、舞台ショー、お誕
生会、お話の時間など、ぎっしり。日ごろの寂しさ
忘れます。

高
芝
地
区
社
協　

0
4
7
-4
6
9
-5
0
5
0

　

12
月
初
め
の
新
聞
に
政
府

は「
認
知
症
施
策
の
指
針
と

な
る
基
本
計
画
を
決
定
し

た
」と
い
う
記
事
が
あ
っ
た
。

「
急
速
な
高
齢
化
で
認
知
症

は
い
ま
や
誰
で
も
な
り
う

る
」と
し
、
み
ん
な
が
支
え

合
う
共
生
社
会
の
実
現
に
向

け
て
取
り
組
み
を
推
進
す
る

と
明
記
。
当
事
者
の
意
思
尊

重
を
含
む
重
点
目
標
を
設

定
、社
会
参
加
の
機
会
確
保
、

認
知
症
の
正
し
い
理
解
の
周

知
と
い
っ
た
推
進
す
べ
き
12

の
施
策
を
掲
げ
て
い
る
。

　

認
知
症
の
高
齢
者
は
２
０

２
２
年
の
４
４
３
万
人
か
ら

40
年
に
５
８
４
万
人
に
増
え

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
交
流
会
が

開
か
れ
、
延
べ
20
人
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
た
ち
が
折
り

紙
で「
福
だ
る
ま
」60
個

を
製
作
、
ミ
ニ
デ
イ
の
高

齢
者
に
贈
ら
れ
ま
し
た
。

め
の
時
間
で
す
。
こ
れ
ま
で

の
お
弁
当
の
持
ち
帰
り
か
ら

「
ふ
れ
あ
い
昼
食
」と
呼
び
、

観
て
食
べ
て
談
笑
す
る
皆
さ

ん
の
交
流
の
場
と
な
り
ま

す
。
仲
間
に
な
っ
て「
一
人

で
は
な
い
自
分
」を
見
つ
け

て
く
だ
さ
い
。
民
生
委
員
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
か

ら
の
推
薦
、
そ
し
て
自
ら
も

お
電
話
く
だ
さ
い
。

　

高
芝
地
区
社
協
の
仮
事
務

所
が
高
根
東
小
学
校
か
ら
新

高
根
公
民
館
に
戻
れ
る
の
は

4
月
に
な
り
ま
す
。
公
民
館

工
事
が
延
び
た
た
め
で
、
社

協
の
事
業
に
も
影
響
が
出
そ

う
で
す
。
年
度
末
、
年
度
初

め
、大
変
忙
し
い
時
で
す
が
、

職
員
の
奮
闘
に
期
待
し
て
、

令
和
7
年
度
を
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
さ
れ
た
ホ
ー
ム
グ
ラ
ウ
ン

ド
で
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。
関

係
者
の
皆
さ
ま
に
は
こ
れ
ま

で
通
り
よ
ろ
し
く
お
願
い
致

し
ま
す
。

ミニデイサービス

登録要件を緩和
参加しやすくなります

開
催
時
間
を

一
時
間
延
長

他
地
区
に
学
ぶ

「
福
祉
ま
つ
り
」

「
今
や
誰
で
も
な
り
う
る
」
認
知
症

共
生
社
会
実
現
へ
国
が
基
本
計
画

公
民
館
事
務
所
は
４
月
か
ら

楽
し
い
昼
食
の
時
間
復
活
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